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３ 重点的に展開する施策 

 

  (1)  安心安全な暮らしを支える生活環境の充実 

 ア 交通体系を再構築する 

    ＜主な取組状況＞ 

○ 北設楽郡 3 町村等による北設楽郡公共交通活性化協議会における利用促

進キャンペーンや交通空白集落解消に向けた検討の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

設楽町 

JR東栄駅 

JR大嵐駅 

東栄病院 

田口高校 

豊根村 

JR飯田線 

田口新城線 

東栄設楽線 

稲武線 

豊根設楽線 

津具線

豊根東栄線

 

23年1月導入地域 

22年5月導入地域

予約バス

導入検討地域 

基幹バス 

支線バス 

22年7,8月導入地域 

 

東栄町 

東栄線
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    イ ネットワークにより保健･医療・福祉を支える 

    ＜主な取組状況＞ 

○ 医療機関の機能分担と相互連携を推進するための会議の開催 

○ 健康づくり推進施策の企画立案に関する支援・助言 

○ 保健師の確保・定着・資質向上のための支援 

○ へき地診療所及びへき地医療拠点病院の施設・設備整備のための支援 

○ 介護保険施設等の整備 

○ 水道施設整備事業（国補事業）に対する県費の上乗せ補助による財政支援

及び簡易水道事業等の統合促進のための助言等 

 

ウ 安心して子育てできる環境をつくる 

＜主な取組状況＞ 

○ 山間地域の強みである地縁によるネットワークを活用しながら、地域子育

て支援拠点等を核とした子育て支援サービスの提供 

○ 子育て家庭優待（はぐみんカード）事業の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 三河山間地域（6 市町村）が実施する住民参加イベントにおける、男女共

同参画に関するパネル展示や啓発パンフレットの配布 

 

 

 

 

はぐみんカード 
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北設楽地区における連携型

中高一貫教育のサマーセミ

ナー（7 月 31 日～8 月 1 日）

（高校生と中学生が一緒に

演習林内の植生について

講義を受け、地域の環境に

ついて学んでいる。） 

 

エ 地域に根ざした教育を支援する 

    ＜主な取組状況＞ 

○ 田口高等学校等への通学における利便性を高めるための交通手段として、

基幹バスの運行 

○ へき地の小規模校が協同して行う集合学習や交流活動等への支援 

○ 北設楽地区においては、田口高等学校と設楽中学校・津具中学校・豊根中

学校の 3 中学校との間で、作手地区においては、新城東高等学校作手校舎

と作手中学校との間で、連携型中高一貫教育を推進 

○ 田口高等学校内に、豊橋特別支援学校の分教室（山嶺教室）の設置を決定 

 

 

  

  

 

 

 

作手地区における連携型中

高一貫教育の「大地のめぐ

みプロジェクト」 

（作手中学校でのサギソウ

の無菌播種。作手校舎進

学後のフィールド実習に

つながる。） 
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       オ 情報格差を是正する 

    ＜主な取組状況＞ 

○ 携帯電話不感地域解消に向けた整備検討や現況確認を実施 

○ 電子申請・電子調達システムの共同運営による電子自治体の推進 

○ 農業分野におけるＩＴ化の強化を図るため、農業大学校において農業者に

対するパソコンを使用した研修等を実施 

 

カ 基本的な消費生活を支える 

＜主な取組状況＞ 

○げんき商店街推進事業の実施 

 

 

市町村名 実施主体 事業内容 

豊田市 

稲武地区 

(稲武商工会) 

買い物弱者支援事業 

 

足助地区 

（足助中央商店街

協同組合） 

集客イベント実施事業 

 

三河山間地域の実施状況 

足助中央商店街「中馬なごやか市」（7 月 21 日） 
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キ 防災対策を強化する 

    ＜主な取組状況＞ 

○ 治山事業、砂防事業の実施 

 

○ 土砂災害情報相互通報システムの機能強化や、住民参加型防災訓練等のイ

ベントでの周知 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新たに整備された堰堤（豊川水系：新城市連合地区） 
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 (2) 小規模高齢化集落への対応 

   ア 集落機能の維持･再生に向けた新たな仕組みをつくる 

    ＜主な取組状況＞ 

○ 三河山間地域(5 市町村)に集落支援員を設置（5 名）し、小規模高齢化集落

の維持・活性化対策の推進を支援 

   

 

 

 

 

   

    

○ 三河山間地域と都市部の企業・大学・個人が活動や交流を進め、集落の機

能維持・活性化を図るため、新たに「三河の山里サポートデスク」を設置

し、「あいちの一社一村ふるさとハッスル運動」（企業等と集落をつなぐ

活動）、「三河の山里 集落応援隊」（個人と集落をつなぐ活動）を展開 

＜登録状況：平成 26 年 3 月末現在＞ 

・あいちの一社一村ふるさとハッスル運動：7 団体 

・三河の山里 集落応援隊：19 名（個人） 

・受入集落：6 集落 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 愛知県交流居住センターによる情報提供を通じ、交流居住の受入集落の拡

大を促進 

小規模高齢化集落アンケートの様子（9 月～11 月） 

「三河の山里‐集落応援隊」活動 
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 (3) 交流居住の活性化によるＵＩＪターンの促進 

 ア 愛知県交流居住センターの機能を強化する 

    ＜主な取組状況＞ 

○ 愛知県交流居住センターのホームページ、フェイスブックを活用し、交流

イベントを始め、入居者募集住宅、遊休農地、就労環境、観光、特産品な

ど都市住民のニーズに合った情報を発信 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「三河の山里ふるさとブログ」を通じて、三河山間地域でブログにより情

報発信をする個人や特産品事業者を紹介 

  

 

愛知県交流居住センターのホームページ 
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 イ 交流居住の受入先を増加させる 

    ＜主な取組状況＞ 

○ 愛知県交流居住センターと地元自治体との連携により「空き家リフォーム

住宅見学会」を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 就農相談会や、林業労働力確保支援センターとの連携による林業就業相談

会を実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 農業大学校における生産技術や経営に関する研修を実施 

 

空き家リフォーム住宅見学会（東栄町：12 月 8 日） 

就農相談会（新城市：10 月 12 日） 


